
順番 議席 質問議員 答弁者

①
町道(区内道路)の傷み方に対して、今後継続的に道路を維持し
ていけるのか。

②
昨年度より実施されている道路や電線への支障木の伐採事業に
より、停電事故が抑制されている事を実感している。もう少し手が
入ればと思うが今後の計画は。

①
下水道区域内に新築の場合、下水道への接続は義務化されて
るか。

② 農集区域内に新築の場合、農集への接続は義務化されてるか。

③ 簡易浄化槽のBOD除去率が50％とあるがその根拠は。

① 河川の増水、氾濫危険度をマップに反映できないか。

②
立場川東方千ヶ沢の山津波が発生した当時から、砂防堰堤や堤
防の建設により安全率はどの程度向上しているのか。

① 若者の自由な発想を育てる取り組みは。

② これまで具体的な実践例は。

③ 現在町にどのような声が届いているか。

（２）
1歳6か月児、3歳児
健診で、歯科保健
指導の現状は

①
心身の発達、発育に歯は非常に大切である。物を咀嚼する役割
だけでなく、言語発達にも大切な役割を持っている。定期検診を
受診出来ない幼児への指導の現状は。

町長

（３）
中学生のインター
ンシップの現状に
ついて

①
中学時代は未だ漠然ではあっても、将来の職業を考え始める。
職場実習はより具体的に職業全般をイメージ出来るチャンスであ
る。そのとりまとめはしているか。

教育長

①
シニアカーの普及は利用者の生活圏の拡大、社会参加へのチャ
ンスでもある。町内のシニアカー利用者の現状は把握している
か。

②
段差解消、悪路解消など、よりよく利用を促進する為の取り組み
はしているか。

①
町内在住者には、優れた技能、知識、経験を有している人は多
い。それを拡く希望する町民に伝える機会の設定を考えないか。

②
教養講座を開催することによって、将来的には富士見町商店街
の活性化に結び付くと考えるが。

町長

（４）

シニアカーを利用し
ている老人、障が
い者の町内の現状
は

町長

（５）
町民教養講座の開
催について

町長
教育長

 水環境について 町長

（３）

防災について
(平成30年版富士
見町災害ガイドブッ
クより)

町長

２ ６ 島　正孝

（１）

富士見に生きる、
富士見で働く、富士
見で暮らす決心を
している若者に夢と
希望を
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１ １０ 五味 仙一

（１） 住環境について 町長

（２）
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①
総財公１０１号総務大臣通知（平成26年8月5日）・平成26年8月5
日付け総財公第102号自治財政局長通知の内容は。また、求め
られていることは。

② 経営健全化方針の策定・公表期限はいつになっているか。

③
総財公第19号令和元年7月２３日総務省自治財政局公営企業課
長からの書面の内容は。また、求められていることは。

④
第三セクター等の経営健全化方針書面で求められている内容
は。

⑤

上下分離方式によるパノラマリゾートの施設賃借料2億３０００万
円は、なぜ満額の支払いはないのか。減額支払いはどのように
決定されているのか。また、減額の要件は何か。未納金の処理
は。

⑥
今年の決算を含め過去5年間のパノラマリゾートの損益分岐はど
のくらいか。損益分岐で赤字の年度は。

⑦
業務内容における【事業】について「目的」を達成するため必要と
認める事業とは何か。

⑧
経営力向上に向けた成長戦略検討プロジェクトで議論されたこと
は。また、人事改革とは何をどのように改革するのか。

⑨
経営力向上に向けた成長戦略検討プロジェクトで議論されたこと
は。また、人事改革の検討とは何をどのように改革するのか。

⑩
パノラマリゾート全体の課題として環境変化に迅速、的確に対応
するため、近代化・合理化の施策が急務であり、特に最高責任
者の不在が多い中で働く人づくりが急務であるが考えは。

①
平成２７年度から令和元年度まで５年間の(二ホンジカ・二ホンサ
ル・小動物、カラス等）有害鳥獣対策の現状は。

②
平成２７年度から令和元年度まで５年間の有害鳥獣の生息数の
実態は。調査はどのように。

③ 今後被害減少に向けての町としての取り組みは。

①
鳥獣による農林水産等に係る被害防止に関する基本的な方針
（４）従来講じてきた被害防止対策で、課題解消への取り組み。
進捗状況は。

②
（５）今後の取り組み方針3年間の成果は。出来なかった取り組み
の理由は。

③
対象鳥獣の捕獲等に関する事項（３）対象鳥獣の捕獲計画につ
いて、捕獲計画数等平成29年度から31年度の対象鳥獣と捕獲
実績数は。

３ ２ 五味 平一

（２）
有害鳥獣対策につ
いて

町長

（３）
平成29年度作成の
鳥獣被害防止計画
について

町長

（１）

令和2年3月25日付
第三セクター等経
営健全化方針の書
面内容及びパノラ
マリゾートの運営等
について

町長
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①
コロナはもう第2波ではない。この環境の中で生活していかなけ
ればならない状況を突き付けられた時、富士見町の未来をどう
考えるか。

②
テレワークを行うための環境整備が、コロナもきっかけとなった働
き方の見直しによって大きく動き出している。現状を見据え、移住
定住施策を改良していくことも必要かと思われるが、考えは。

③

コロナにより、生活環境の変化を余儀なくされる中、情報基盤の
整備が、教育・産業・家庭等あらゆる場面で必要となっている。そ
れぞれの担当課だけの問題としてではなく、庁舎内共通の課題
としてとらえ、課を縦断し進めることはできないか。

①
コロナによる避難所の収容人数制限がある中、迅速に避難所の
収容状況等の情報を住民に伝達できる手段は確立しているか。

②
なぜ、情報伝達に不十分さがあることを認識しながらも、情報基
盤整備についての検討に時間を要しているのか。

① 行政手続きのオンライン化を進める考えは。

②
テレワーク拡大の波を、先進地としてどう受け止め、どのように拡
充するか。

③
端末の配備後に、オンラインを活用した「新しい教育様式」を進め
ていく考えは。

④ 学校にＩＣＴ支援員を配置しているか。

⑤
テレビ会議システム「Zoom」を活用したゲスト授業を、学校教育
に取り入れる考えは。

①
循環型社会の形成を基本理念として、3市町村で設置するリサイ
クルセンターの稼働に向けて、足並みをそろえる考えは。

②
紙類のリサイクルについても、処理方法の一本化を図るべきで
はないか。

③
3市町村で、資源物の回収品目が9種類19品目に統一される。そ
のほかにも、ごみ回収で改善すべき点はあるか。課題はあるか。

① 町内における外来植物の繁殖状況は。

② 農水省は初期対策を推奨しているが、町の方針は。

③ 住民にどう告知し、駆除を進めるのか。

外来植物（帰化植
物）の繁殖への対
策をどう進めている
か

町長

５ １ 川合 弘人

（１）
オンラインを行政、
教育にどう活かす
か

町長
教育長

（２）
諏訪南リサイクル
センターの稼働に
向けて

町長

（３）

４ ４ 小倉 裕子

（１）

収束も見えず、終
息することはないと
思われるコロナウ
イルスに対し、今後
町の総合計画に基
づいて行われる施
策あるいは事業を
見直す必要も出て
くる可能性があると
思われるが考えは

町長

（２）
コロナの不安を抱
えた中での災害時
の対応について

町長
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① 6月一般会計補正予算（第1号）の事業と評価は。

② 特別定額給付金支給申請の問題点は解消したか。

③ 応急対策と、感染防止対策の備品は十分に機能するか。

④ 医療用の防護服は使える状態にあるか。

⑤ 持続化給付金の協力企業支援と、経営支援の件数は。

⑥ 制度資金申込書類の見直し、AI申請へ変更の考えは。

⑦ 一般会計補正予算（第３号）、（第4号）の事業と評価は。

 ⑧ 防災倉庫の完成予定は。リモートワークの整備はいつか。

⑨ 攻めの誘客事業の効果と今後の追加策は。

⑩ 同級会支援事業は今後も継続するのか。

⑪ 感染症対応地方創生臨時交付金は続くと考えるか。

⑫ 財政調整基金の取り崩しはどのくらいを考えているか。

⑬ 目的別財政調整基金の積み立てを行う考えは。

① 国体での自転車競技の会場となることを町はどう考えるか。

② 町に払い下げられた立沢大橋のこれからの活用は。

③ 改修費用が６７億円とされたが町の今後の考えは。

④
沿線の利用度を上げ税収を引き出すことが求められるが町の考
えは。

①
猟友会会員の有害鳥獣駆除に専従で携わる人数と、その会員
の年間捕獲頭数は。

②
有害鳥獣の捕獲単価は、制度導入を始めてから改正があった
か。また、猟友会への年間補助金の支出はどうか。

③
富士見区内でも家の軒下にある畑まで、農作物が猿による被害
にあっているが、この現状を町はどう見るのか。

④
山梨県内業者に委託している猿捕獲作戦事業は、今はどの様に
なっているのか。詳しい現状は。

①
中央道やJR線に掛かる橋梁の管理、保守は、全てが町の負担と
責任で行われているのか。

②
国の定めに基づき行われる点検作業の現況は、順調に進んでい
るか。

③
中央道やJR線橋梁で、車や人の利用度が殆どないような所はな
いか。また、将来廃止を考えられる箇所はあるか。

④
富士見区内の諏訪神社横の中学校橋の今後の方針について、
どの様な検討がされたのか。

町長

７ ９ 織田 昭雄

（１）
町の有害鳥獣対策
について

町長

（２）
町内の橋梁管理に
ついて

町長

６ ７ 三井 新成

（１）
新型コロナウイル
ス感染症対策につ
いて

町長

（２）
エコーラインの沿線
の整備について
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①
最近商店街の街路灯2基の部品が落下したようだが、町は把握
しているか。

②

今年3月だったと記憶しているが、地元商店街の話し合いで街路
灯の対応について結論が出たので、商工会と会員で町に要望に
行くと言う記事が地元紙に掲載されたが、どの様な話になった
か。

③
町が150万円の調査費を計上して、駅前商店街の将来像等の商
業実態調査をする事業計画があるが進捗状況は。

④
駅前の広場や街並みをどの様に整備するのか。プランを町は
持っているのか。

（１）
気候非常事態宣言
について

①
町長は3月議会で「県の趣旨には賛同している。宣言するために
は、体制・行動計画など準備した上で行いたい。」と述べられた
が、そろそろ具体化すべきではないか。

町長

（２）
国保料の子どもの
均等割について

①
子育て支援の一環として国保料の均等割のうち、子どもの分に
ついて町が支援することはできないか。

教育長

（３）

「新型コロナ感染症
に係る介護サービ
ス事業所の人員配
置などの臨時的な
取り扱いについて
（第１２報）」の運用
について

①

６月１日付で厚労省が発出した「新型コロナ感染症に係る介護
サービス事業所の人員配置などの臨時的な取り扱いについて
（第１２報）」では、一定の要件のもと、通所系サービスでは提供
時間の２区分上位の基本サービス費（または延長加算）の算定
が、短期入所については緊急短期入所受入加算の算定がそれ
ぞれ可能となる旨通知された。これを実施すれば、サービスが従
前と変わらなくても利用者の負担増が考えられる。飯田市等では
利用者の負担増なく、介護事業者を支援するための補助金を交
付することにしている。富士見町もこの例に倣うべきではないか。

町長

（４）
少人数学級につい
て

①
新型コロナ感染症は、子どもたちのケア、感染防止の点でも少人
数学級の実現が必要であることを示していると思われるが、教育
長の考えは。

教育長

① 移住定住施策の現状と分析、拡大に向けての計画は。

② 学びの機会の提案、小中学校のデュアルスクールについて

③
感染防止対策と経済活動の両立をどう考えるか、長期化に向け
た支援の方法は。

④
経済復興、社会的機能などのリカバリーにおいて、新しい日常に
向けて町が重要視すべきSDGｓの取り組み、グリーンリカバリー
に向けた町の考えは。

① 庁内の移住・定住プロジェクトの陣容とKPIは。

② シティプロモーションの昨年1年間の実績は。

③ 産業振興センターの活動実績は。

④ また、農業分野での活動は。

⑤ 産業振興センターの人員構成は。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９月 ７日（月）　５名　１番～  ５番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　８日（火）　５名　６番～  10番

（１）

新しい日常を地方
の再生に繋げる機
会にするための、
ウィズコロナ、アフ
ターコロナの戦略
的な新しい社会構
想について

町長
教育長

１０ ３ 名取 久仁春 （１）
移住・定住及び関
連施策について

町長

８ ８ 名取 武一

９ ５ 牛山 基樹

７ ９ 織田 昭雄 （３）
富士見駅前の今後
の整備計画につい
て

町長
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